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	抗原情報
	背景
	AMPA受容体（α-アミノ-3-ヒドロキシ-5-メチル-4-イソキサゾールプロピオン酸）、カイニン酸受容体、およびNMDA受容体（N-メチル-D-アスパラギン酸）は、イオンチャネル型グルタミン酸依存性イオンチャネルの3つの主要なファミリーです。AMPA受容体（AMPAR）は4つのサブユニット（GluR 1～4）で構成され、ホモまたはヘテロ四量体として集合し、中枢神経系における高速興奮性伝達の大部分を媒介します。AMPARはシナプスの形成、安定化、および可塑性に関与しています。イオンチャネル型グルタミン酸受容体。L-グルタミン酸は、中枢神経系の多くのシナプスで興奮性神経伝達物質として作用します。興奮性神経伝達物質L-グルタミン酸が結合すると、構造変化が誘発され、陽イオンチャネルが開き、化学信号が電気インパルスに変換されます。その後、受容体は急速に脱感作し、結合したアゴニストの存在を特徴とする一時的な不活性状態に入ります。CACNG4、CACNG7、またはCACNG8が存在する場合、グルタミン酸の継続投与時に電流フラックスの蓄積が遅れるという特徴を持つ再感作を示します。
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	ヒト脳溶解物中の GluR1 発現のウェスタン ブロット分析。

